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マメジカnlaguJusspp,は､英名でmousedeerあ
るいはChevrotainと呼ばれ､偶蹄Ll､反袈亜目に属
し､独立 したマメジカ科を構成する｡マメジカ科
Tragulidaeには､ミズマメジカwaterchevrotain､
インドマメジカIndian(spotted)Chevrotain､オオ
マメゾカ greatermousedeer､ジャワマメジカ
lessermousedeerの3属4種が現存し､いずれも熱
帯地域に生息している (Novak,1999)｡ミズマメシ
カは柑アフリカに生息するが､他の2属3種はアジ
ア産で､それらの分布をFig.1に示す｡3属4種の
マメソカについて体重､体長､宿志を Tablelに示
すが､中でもジャワマメジカが舷も小さく､現存す
る最小の有蹄動物とされる｡
ジャワマメジカはサイズが小さくウサギ程度であ
ることから､大型草食家畜に代わる実験動物として
注目されてきた｡マメジカの様々な生理学的調査か
ら興味ある特性が明らかになり､適応放散した偶蹄
目の進化の過程を検討する点からも貴重な動物であ
ると考えられる｡
Table1 BodysizeoHivingTraguLids
Head&body Sho山der Body
一ength(cm) heightcm)weight(kg)
Species
Waterchevrotain 75-85 35-40 7-15
HyemoschusaquaIJCuS
Indianchevrotain 45-55 25-30 22127
Moschl0/amem/nna
Greatermousedeer 50-75 30-35 3-5
Tragulusnapu
Lessermousedeer
Tragu/usJaVanICuS
30-47 20-25 0.7-2
Flg.1 NaturalhabitatofAslanmousedeer
マメジカの消化器系
反袈動物の特徴は前腸発酵動物として大きな円を
もつことである.一般的な反窮動物の胃は4区画か
らなり､巨大な第-胃内で微生物の発酵により繊維
成分を消化する｡
マメシカの胃は3区画からなり､反窮家畜の第三
円Omasumに相当する部位を欠く (Fig.2)｡第-
Fig･2 Stomachofmousedeer
胃は大きく､第--胃Rumenと第二胃RetlCulum を
加えた反第胃の容積は胃の96.1%を占め､ヒツジや
ウシよりもその比率は高い (Vidyadalanetal.
1982b)｡第二胃と第四胃 Abomasum をつなぐ部位
を組織学的に観察では痕跡的な第三胃が観察される
胃は無数の乳頭が被い､第二胃はハチの巣状､第四
胃は滑沢柔軟な粘膜面である｡重弁構造のある第三
胃に当たる部位はみられない｡
草食動物は一般に腸管が長 く､大腸では腹腔内に
く円盤状を呈する｡マメジカでも回旋がみられ結腸
螺旋ワナを形成している (Fig-3)｡
Fig.3 Anarrowindiatesasplralcolon
Fi9.4 lntermandlbulargland
left:female,rlght:male
第-･胃内には線維分解能のある細菌とプロトゾア
が常在する｡野生由来のマメジカを調べた Kudoet
al.(1995a)の報告では､細菌では 06cjllospl'Z･a属の
数が多く､Flbl･obacter属やRLtmJ'nococcLS抑 ま線維
分解が高い｡プロトゾアではルーメン繊毛虫が6種
粕 (ZsotTIcha属 1種､EntodlnL'um属5椎)が認め
られる｡個体によっては繊毛虫を欠くものや､1種
類のみのものもあるo家畜に比べてルーメン微什物
は少ないが､単独生活を好む習性と野生由来個体
であるためと考えられる｡
下顎間腺
マメジカの成体のオスではオ トガイ (陳)の部位
が盛上っている｡飼育下のマメジカではこの部分を
柵におLつけるのがしばしば観察される｡マーヾジカ
に特有の臭腺で下顎閉腺 intem andibulargland(千
トガイ腺 chingland)と呼ばれる.雌雄ともに陣部
分に膨らみはあるが､オスでより顕著である(Fig,4ト
この腺を組織学的にみると､皮膚の1､一別に揮い脂脱
と､さらに深層のアポクリン腺部から構成される｡
卜顎間腺の近くの下顎腺はPAS染色に陽性で､粘液
多糖掛である唾液であるが､F顎間腺はPAS染色に
染まらない｡アポクリン腺部は単層の立方上皮から
なる管状腺で､電顕下で特有の分泌像が観察される｡
縄張りのため立木や､繁殖期でのメスへのマーキ
ングに利用される(Davi80n,1980;Raueta1.,1975)〉
歯 列
Ji袈動物は前頭部に角 hornまたは枝角 antlerを
もつ.しかしマメジカは､ジャコウジカやキハノロ
と【小策､角や枝角をもたず､卜顎の犬歯が発達する｡
マメシカの術式dentalformulaを以下に示す｡
乳歯 永久歯
013 0 1 3 3
3 13 4 0 3 3
上顎では切歯を欠きその部位は歯板となる｡下顎
の大歯は成体では切歯状化 し､切歯列に加わってい
る｡上顎の犬歯は成体のオスで発達 し､終生伸び続
ける (Fig.5)｡犬歯は非常に鋭く､闘争相手に深手
をあたえるoこの大歯はげっ歯類の切歯と同様に伸
Flg.5 Skulofmousedeer.
UppercaninesareweHdeveloped.
び続けるため､飼育下ではオスの犬歯を切断するこ
とが必要となる｡
反鮎家畜の臼&-は草などを磨砕するため岐合LhJが
広 く月状歯となるが､マメジカの臼歯はあまり平田
ではなく磨砕には適していない (Vidyadaranetal_
1982a)∩
骨格系
マメジカの脊柱は頚椎 7､胸椎 13､腰椎 6､仙椎
5-6､尾椎 10以上からなり､胸椎は7で､軸骨格
に関して反魂家畜と大きな違いはないn
マ iジカはシカ科とIul様､前後肢とも主蹄とI.I.Lu蹄
の4指 (祉)をもつ｡F腿骨は排骨がほとんど発送
せず､艦甘 ヒ端のわずかな突起として認められる
中手骨と中足骨は第三､第四中手 (足)骨が槌i.含L
て､いわゆる管骨Cannonboneとなり､そのPIJ'側に
弱′｣､な第二､第五中手 (足)骨を備える=若齢時で
は第三､第四中手 (足)骨は癒合してお()ず､成王壬
過程で枯合する｡指 (祉)骨は第三､第四指 (祉)
列は発達 して末節骨が 主蹄となる｡第 ∴第五指(祉)
列は弱小だが､基節骨､中節竹､末節骨からなる完
全な構成となっている (Flg.6)∩
動脈系
大動脈弓から頭頚部や前腕部の前半身に分布する
軌脈の分枝パターンは動物種によって異なる｡反窮
Fig･6 Skeltonofcaudalpan
ofmousedeer,3-day-old.
AIcianblue-alizalinredslaln
Flg･7 AnerialbranchlngPaternfromaorticarch
Arrowsindicatebloodflowfromheart.
LSAandRSAleftandrightsubclavlanarteTleS
LCCAandRCCA･LeftandrightcommoncarotldarterleS
動物のウシやヒツジでは､大動脈弓から強大な一枝､
腕頭動脈斡のみが分岐し､この動脈幹から左右の鎖
骨下動脈と両頚動脈が分岐する｡ しかし､マメジカ
では腕頚動脈に続いて左鎖骨下動脈が分岐し､大動
脈弓から2枝が分かれる｡また腕頭動脈幹から両頚
動脈を経ずに直接左右の給頚動脈が分岐することも
ある (Fig.7)(福田ら,2003)0
偶蹄目-般では､脳への血液供給は特異な動脈系
である怪網による｡偶蹄目以外ではイルカやクジラ
のようなクジラ目の動物にも怪網が発達する｡怪網
fetemlrabileとは動脈が細ヰ支に分枝 して網目状とな
った後､再び1本の動脈に統合するまでの部位で
(Fig.8)､この網目状の動脈系により,q削こ供給され
る血液を冷却すると言われる｡ しかし､碓々の観察
では､マメジカでは怪網が形成されず､偶蹄目以外
の動物 と同 じように給頚動脈 common carotld
arteryが外頚動脈 externalcarotlda.とr^J頚動脈
lnternalcarotida.に分岐し､Fig.9で示すように内
頚動脈が頭蓋腔内に進入 し､脳に分布 していた
(Fukutaetal.2007a)｡偶蹄目で怪網を欠くのはマ
メジカのみで､何故マメジカで怪網が形成されない
のか､今後解明していかねばならない｡
赤血球
マメシカの特徴として赤血球のサイズが小さいこ
とは古くから知られている (Altman&Dittmer,
FIg･8 Arrowsindicateretemlrabileofgoat.
CharacterlSIICanerlalnetworkintheskul
Fig.9 Corros10nCastOfarterialvesselsofmouse
deerbraln･lntemalcarotldane｢y(1CA)lS
present,butnoretemirabHe
1961;Duke,1963;Gulliver,1870)｡マメジカの赤血
球は輔乳類の中で娘も小さく､形も球状とされてき
た｡サイズは小さいが赤血球数で補うことにより､
ヘマ トクリット値は 50.2%と､他の動物と同レベル
にある (Fukutaeta1.,1996)｡また､赤血球の形が
球状のため低張液に対する抵抗件が低いとの報告も
ある (Snyder&Weathers,1977)0
走査電顕により観察すると､形は球状とは限らず､
円盤状､球状､楕円､梓状など様々であった (Table
2)｡また赤血球の表面に特異な小商がみられ (Fig.
10)､その径は0.128±0,039um (0.071-1.86)であ
った (Ftlkutaeta1.,1996)｡′ト寓の出現する赤血球
はおおよそ 12.8% で､個体により′ト稀をもつ赤血
球の出現率は異なるものの､観察した全てのマメゾ
カでノト寓は観察された｡
Table2 ShapeandsizeoIerythrocytes
longaxis(um) shonaxis(um)
SpherlCal
0VaJ
DISk
Rod
1,45+0.19
175+0.21
1.63+0.23
1,84+0.18
1.16+0.12
0.80+015●
0.80十0.ll
'wldthoferylhrocyte
透過電顕により赤血球横断面を観察すると､′ト覇
は管状でなく赤血球内で空胞状を呈し､走膚電顕で
小席とみられた孔を介して細胞外に通じていた｡骨
髄における成熟過程の網状赤血球においても空胞は
観察された (Fukutaeta1.,2007b)｡
Fig･10 Severalerythrocyteshavingapit(arovs)
Flg.ll Fetusandplacentaotmousedeer･
容積の少ない赤血球内にさらに空胞を有すること
で機能的に不利と推測されるが､健康状態に影響は
ないようで､調査したマメジカのいずれにおいても
貧血などの症状はみられなかった｡
繁殖生理
人工飼育下で得られたマメジカの繁殖学的なデー
タをまとめたものを以下に示す (Ktldoetal.1995b)
繁殖季節----無 (周年繁殖)
性周期---･-･14-16日
交尾期間-･･--2日
最短交尾日齢--166日齢 (オス)
最短受精日齢･.･1125F摘令(メス推定)
最短出産日齢- ･258E欄令
最短妊娠期間--132F欄令
平均妊娠期間--134±2日
後分娩発情････.･有 (30分後かr))
産子数-----通常 1丁 (まれに2千)
げっ歯軒で一般にみられる後分娩発情 も､反勧類
では例外的にマメジカでのみ見られ､分娩後2Ej間
にわたって交尾が行われる (Cadlgn,1972)｡このた
め成体のメスでは連続妊娠となるが､産子数が少な
く妊娠期間の長い小母J動物で個体数を増やすための
戦略と推測される｡
胎 盤
反 動 動 物 の 胎 盤 は 解 剖 学 的 に叢 毛 胎 盤
cotyledonaryplacentaであるが､マメジカではウマ
やブタとおなじ汎毛胎盤difuseplacentaである(Flg.
ll)｡胎盤における母 f･間の組織 レベルでの関係は､
上皮繊毛胎盤epithelochorlalplacentaで､ウシの胎
盤で見られる二核細胞も多数分布することから､マ
メジカの胎盤は汎毛性で上皮繊毛性胎盤から反袈動
物 に特 有 な葦 毛性 の ｣･.皮繊 毛 合胞 体 性 胎 盤
synepitheliochoridalplacentaへの移行過程にある
と考えレ,itる (Kimuraetal.2004)O
成 長
マメジカの新生時体重は平均 154_6gで､母体の
約 10% にあたる｡誕生30分後には立ち上がって歩
Fig.12 Growthcurveoflessermousedeer
きまわる (福田,1991)｡飼育下のマ メシカの体重曲
線をFig.12に′)げ ｡限られた個体数であるが､全額
lロ川東のカーブ描 くことから､飼育1､一のマメジカでの
一般的な成長傾向を示 している｡体毛曲線は楕円状
に増加 し､14-20週齢には 1,000gとなり､その後
は碩やかに増加して､9-10ケ月齢で 1,500gとな
り､ほほ平衡に達する｡性成熟は4-5ケ月齢と推
定される_
習 性
マメジカは森林榎の小型哨乳類の例にもれず､ 単
独生活を好み､繁殖期での雌雄のペア､あるいは分
娩後のは+が連れ立つのを除けば､通常 1頭で単独
生活するO性格は臆病で警戒心が強い半面､ヒトに
も慣れてヘットとして飼育されることもある( 1日
の大半を岩陰やブッシュの茂みの中に隠れてすごす｡
口中見かけることが少ないことから､マメジカは
夜行性の助物とされてきたが､テレメーターを装着
したマメジカの行動追跡から､日中でも盛んに行動
し､収間ではむしろ活動しないことがMatsubayashi
etal.(2003) によって明らかにされた.飼育下の動
物の観察でも夜間は行動せず､夜明け前や日没後の
薄明時に活発に行動することが確認されている〔野
生状態で日中活動するのは､生息地する熱帯雨林で
は日中でも称暗いためと思われる｡
縄張 りをもち､下顎間腺からの分泌物で立ち木に
マーキングし (Davison,1980)､接近するr現車を追
い払う｡繁殖期を除いてメスに対 しても排除する傾
向かあり､上顎犬歯によって深手を負わせることも
あ 7D u
マメジカは始新世の後期に反窮髄日の進化の王子,TL
から離れ､独立 した科として大きな変化なく現代ま
でftき延びてきたと考えられている｡そのため偶蹄
Hの祖先の姿を残す 生`きた化石'とも言われる｡
遠い過去においては我が国を含め広範臥 二分布 して
いたマ メジカも､現在では熱帯地方に3属4種のみ
が生存している｡警戒心の強さで生き抜いてきたの
であろう｡
マメジカは偶蹄目､反省亜目に属するにもかかわ
らず､非反第頴的な､さらには非偶蹄頬的な特性さ
7えもみられことから､偶蹄目や反審類の進化を解明
していくために重要な情報を得られることが期待さ
れる｡ 現代まで生き抜いたこの貴重な動物がこれか
らの将来も生存していけるように守っていきたい｡
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